
－ 383 －

『ソアト剣道』の構懇と震関
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1.緒言

日本における武道は殺傷の箭としての起源を

持ちつつ，高い倫理性や思毒性を持つ溜h文化

へと止鵠!してきた露吏を持っており，対人的運

動形態を通して，自己の判断力を〆主主い，相手を

尊重する教官課題を担える樹寸としての資慣を

有している。特に剣道は， r剣道は寅1]の理法の修

繍による人間形成の道であるjとし、う現念の下，

他の競技に比べ，生援にわたり世代を超えて実

践できる趣助特性を持っている。しかし J症予

では，剣道人口の減少化という事態カ功。速度的

に進行している。

また，平成20年 3月に新・学習指瑚要領の

公示がなされ，その中で，平成 23年春から中

朝交の体育授業で武道の男女必修化が示された

ととにより，これまで学習指樽要領に示されて

きた「心と体を一体としてとらえるJ心身一元

論の考え方や， r我が国固有の文化JI伝樹恰

行動の仕方Jr礼儀併記等は，武道の官織で学

習させることが期待されてし唱と言えよう。こ

こには，単に体育科教育的な視点だけでなく，

武道論的な立場から，授業(指導)内容を精選

し，心と体を一体としてとらえ，技の完結性を

目指す運動領域として「武道」を考える;0要が

ある。

木原ら (2011)は武基Z、修化に向けて稜々な

取り組みがi叡沖で問題点として，初JG者指導

の難しさを挙式特に寅IB萱は他の競技と比べp

指導教員木原資格

防具の根し中竹刀打突での痛みなどは非日常的

なものであり，馴染みがないため，限られた授

業時間の中で生徒たちに，剣道の良さとillS動欲

求をともに充足させるととは至難のことである

としているのそこで，剣道の授業において，剣

道の面と竹万をスポーツチャンパラの面と剣lこ

変更して行うととで3 初{;者の技能レベルの向

上速度が剣道の用具のみを使用した駆I合と比べ

て速く，安全性を確保できるなど，その有すが生

を示唆している。

ただし，スポーツチャンパラの用具を使用し

ているため，剣道的な技の習得しようとした場

合に，スポーツチャンパラの貧Ijでは支障をきた

す場面が見られることから，竹刀に近い感覚で

あり，かっ安全性を確保できる用具の誠子 e選

択が必須であると考えられる。

以上のことから本布院では，剣革論的立場と

スポーツチャンパラ的立場を併せ持つ『ソフト

黄IJi到の開発によって初心者指導方法を確立す

るとともに，その実践と普及について考察し，

体育科‘耕才としての可能控を検討し，剣道人口

増加のきっかけにすーることを目的とする。

ll.研究方法

1)地の武道，スポーツにおける初ヰ者指導の

成功例を文献及びインターネットにより情

報収集を行う。

2)スポーツチャンパラの面と剣ではなく，よ
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り剣道的で操作性と安全性などに依れた用

具を試行する。

3) ~ソフト剣道』における指導内容を精選し，

最御告には剣道に繋げられるような指導方

法を検手「ずる。

4)授業実践を行ない， ~ソフト剣道』として確

立させ，普及方法を探るとともに体育科

教材としての可古酎生を検討する。

眠結果と考委譲

l)Wソフト剣制の在り方

本研究における『ソフト剣道』の在り方とし

ては，強4道初JL'者の糊市でも指導可能な内容

である事，告注徒たちの連軍撤求を満たせる運

動散がある司王，③剣道(武道)の持つ教育的意

義を伝えられるものである:生④両極の考え方

ではなくその中間的な存在(伝統と柔軟性のバ

ランス)である事，信凌心で安全な用具を使用

する事，⑥最終的には本来の声!J嘩を修行出来る

ような位置である事としづ樹票を設けた。

2) Wソフト剣道1の実践

『ソフト黄島到の実践では，用具は従来の剣

道具の面と竹刀をスポチャン面とエアーソフト

寅IJ及む濃竹刀 (2種類)を使用し，相]生流袋竹

刀を用いた f木万による剣道基本技稽古?去」を

体得することを最終目的とした。また，習熟度

に合わせて用具を変化させ，本来の剣道に繋が

るような内容で指導を行った。その際，剣道キ

ーワードとして，①「娯々しく・格好良くJ③

「相手と呼吸を合わせようjを活用した。また9

受講生に袴を者用させることにより p 剣道らし

さの創出を図った。

3)成果

『ソフト剣道iの実践の成果としては，最初

の授業から相手を打つことができるので受講生

の意欲が高まりやすし¥エアーソフト剣を用い

れば竹刀を振るだけの筋力がない受講生(特

に女子生徒)でも樹もるため税/鮒に活動ぜき

る，受講生から「痛しリとしづ発言がない，な

どが挙げられた。また，剣道の面を惹けるよう

になってからは，袋竹刀を用いることで痛みに

対応できる。

よって，~ソフト負Ij道』は貧i時む同型践の教師で

も安全面に関して十分に園出註でき，指導内容の

中核である「木万による剣道基本技稽由去」は

DVDや計間会等で断尋できるため，実践可能

な耕村、あると考えられる。

4) Wソフト剣制の普及は可能か

中朝交だけでなく，小朝交で、の実践を含めた

展開ができれば『ソフト剣道』の普及はより現

実的になると考えられる。小学校におし、て運動

プログラムの基礎ができれば，中学校における

授業もスム}ズに行えるのではないだ、ろう泊、

しかし，今回行った実践は中学校向けのもので

あり，小学校での実践には不向きである。その

ため，小学校向けのF器弾内容カ河龍立すすしは普

及も可能であると考えられる。

IV.結語

今回実践した『ソフト剣道』は，問題点の多

い中学校の剣道授業において，それらを解決し，

イづ沸IJ道に繋げられる成果があった。今後は，

用具の選択を含めて安全性への配慮について検

討していくことが必要である。また，小学校か

ら中韓交への段階を踏まえた実践内容を精選し9

確立することで体育科教材としての実践が行え

るよう取D*llJv-r:いかなければならない。そし

て，剣道人口の増加を呂標に， ~ソフト剣道』の

継禅寺な実践と検討を行い，普及の可能性を探

っていくことが，今後の重要課題と言える。


